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  ※お子さまに内容がよく伝わるよう、お家の方で分かりやすく読んであげてください。 

 

 南小の皆さん、こんにちは。今日は５月２５日なので、「南小あったか宣

言」記念日です。「人がうれしい気持ちになることをする、人がいやな気持

ちになることはしない」に関係する話をしたいと思います。 

 

 ２月２９日に始まった長いお休みでしたが、いよいよそのお休みも終わり

学校が始まります。お休みの期間中、用事があって学校においでになった皆

さんのお家の方とお話しする機会が何回かありました。そんなとき、「お子

さん、元気ですか？」と尋ねると、皆さんの家での様子をいろいろと教えて

くださいました。「友だちに会えないから、さみしがっています。」とか「学

校があったときみたいに、運動場で走り回って遊びたいって言ってます。」

というような話を聞くことができましたが、その他にも、「手伝いをよくや

ってくれています。」とか「下の子のめんどうをよくみてくれています。」

という話も聞くことができました。 

 校長先生は、それを聞いてとてもうれしい気持ちになりました。なぜかと

いうと、お手伝いをやったり、下の子のめんどうをみたりすることは、家で

「南小あったか宣言」をがんばっていることになるからです。皆さんがお手

伝いをすれば、お家の人が助かります。皆さんが下の子のめんどうをみれば、

やっぱりお家の人が助かりますし、下の子も楽しく過ごせます。だから、皆

さんがお手伝いをやったり、下の子のめんどうをみたりすることで、家族の

人はうれしい気持ちになったと校長先生は思っています。 

 もうすぐ学校が始まります。なかなか会えなかった友だちとも会えるよう

になります。今までは、お休みのために友だちと会うことができなくて、友

だちがうれしい気持ちになることをしようと思ってもすることができませ

んでした。でもこれからはちがいます。学校が始まったら、お休みの間のぶ

んまで、「人がうれしい気持ちになることをする、人がいやな気持ちになる

ことはしない」を皆さんががんばれるといいなあと思っています。 
 

 

 


